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令和 ８年 ４月２５日 

 

 

 

団体所在地 東広島市八本松町篠８６ 

団体の名称 東広島シュタイナーこども園さくら 

園長 森寛美 

 

１ 活動報告 

 

【４月～６月】(春季)               【７月～９月】(夏季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１０月～１２月】(秋季)            【１月～３月】(冬季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○活動報告書は、HPで公表しますので、公開可能な内容としてください。 

○データのサイズは、写真を含め、８Ⅿ以内に収め、ワード文書にて提

出してください。 

○こちらの報告書フォームに沿って全て記入してください。 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・よもぎ団子作り 

・泥田遊び 

・田植え 

・葉菖蒲を取り、菖蒲湯 

・サルトリイバラの葉を取り柏餅作り 

・梅ジュース作り 

・雨のお散歩 

 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・ドクダミチンキ作り 

・フジのツルのリース作り 

・藍染め 

・イチジク取り 

・稲刈り、ハデ干し 

・バッタやコオロギとり遊び 

・月見団子作り 

 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・落ち葉プレス遊び 

・柿取り 

・蜜蝋ろうそく作り 

・銀杏拾い 

・芋ほり、焼き芋 

・しめ縄作り 

・おもちつき 

 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・とんど祭り 

・雪遊び 

・柊とり、鰯焼き 

・味噌づくり 

・ふきみそ作り 

・畑の土づくり 

・リュウノヒゲの実探し 

 



活動報告（詳細） 

 

１シーズンにつき最も印象的だった活動のエピソード１つご記入してください。 

エピソードは、活動プロセス、保育者の関わり、子どもの育ちの見取りを端的にお願いします。 

写真は基本 1 枚です。 

 

【４月～６月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【７月～９月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真） 

 

 

（エピソード記述） 

 

よもぎ団子作りでは、園庭のよもぎを摘むところか

ら始めました。葉っぱを茹でて、小さく刻むと、よ

もぎの葉っぱのいい香りが広がります。 

お団子の生地をこねて、そこによもぎを入れて捏ね

ていくと、白かった生地がだんだん緑色に変わって

いく不思議さと楽しさ。子ども達は夢中で捏ね、丸

めていきました。 

給食のデザートで食べると、「かむとよもぎの味が

する！」「おいしい！」と、あっという間におかわり

の列ができました。確かに、かめばかむ程よもぎの

味がしっかりと感じられ、子ども達の味覚の広がり

も感じました。 

（エピソード記述） 

 

藍染め活動では、地域で活動されている“ささあい

の会”さんと共に、藍の生葉染めと藍の発酵だてを

行いました。生葉をむしって、ミキサーにかけ、染

め液を作り、布を染めていきます。輪ゴムで結んだ

り、小豆を包んで輪ゴムで止めたりして、模様づけ

の作業も楽しみ、さて、どんな風に染まるのか？ 

緑色だった葉っぱの染め液ですが、水で洗っていく

と、きれいな水色に変わっていく不思議さがありま

す。子ども達は、模様が出てきたのも嬉しく、「わ

あ！」と歓声が上がっていました。地域のおじいち

ゃん達との会話も楽しく、子ども達や保護者の方に

とっても、よい交流になったことと思います。 

（写真） 

 

 

 



 

 

【１０月～１２月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１月～３月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（エピソード記述） 

 

今年は、園の畑の側の柿の木に、柿がたくさん実り

ました。手が届くところは枝からねじって、取って

いきます。手が届かないところは、長い竹の先をな

たで割り、小枝を挟み、簡易的な柿取りの道具を作

って取ります。長い竹の先を、柿がなっている枝に

差し込んでねじって取るのですが、高いところだと

よく見えず、なかなかうまく差し込めなかったりし

ます。竹を持って動かすお友達、「もっと右！」と、

位置を見ながら声をかけるお友達。枝についた柿を

外すお友達。自然と協力する姿が見られました。 

柿取りをした後は、みんなで柿を丸かじり！ 

皮ごと食べる歯ごたえと渋みと甘みを存分に体験

しました。 

 

 

 

 

 

 

（写真） 

 

 

 

（エピソード記述） 

 

例年になく大雪が降り、誰からともなく、「かまくら

を作ってみたい！」という声が上がり、せっせと雪

を運んでいく子ども達。バケツではあまり入らない

と気づき、板で押しながらかき集める工夫も始まり

ました。どんどん固めていき、今度は掘る作業。 

崩れないように気を付けながらも、雪を削っていく

面白さに子ども達は夢中になっていました。 

掘っていくうちに、奥行きのある楕円になりました

が、板を中に入れて補強しつつ作りました。 

体力的に限界で、この人数ではこれ以上大きいのを

作るのは難しかったのですが、“自分達で作ったか

まくらの中に入れた！”という喜びでいっぱいの子

ども達でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真） 

 



 

２ その他（自然体験活動の実施における今年度のプロセス）※記入必須 

 

 ・ 職員の資質向上について 

注連縄作りでは、下処理の仕方や藁の扱い方に対する知識や技能が身についた。 

   自然保育研修に参加し自然保育で遭遇しやすい危険生物対して広い視野を持つことができた。 

 

 

 

 ・ 地域との関わりについて 

   地域で活動されているささあいの会さんと一緒に藍の苗植えをしたり、藍染め活動を行ったりした。 

昨年度制作した手作りの弦楽器バンドーラを地域の神社の秋祭りで演奏し、地域交流をした。 

   地域のとんど祭りに参加させていいただき、協力して笹竹を組んだり燃やしたりした。 

 

 

 

・ 保護者との関わりについて 

園庭の草刈り、草取りのご協力 

田植えや稲刈りの協働作業 

園児と共におもちつき 

 

 

 

・ その他 

 

 

 

＊より詳しく活動をアピールしたい施設は、ホームページや SNS の URL をご記入ください。 

 

U R L 

 

 

HP https://steinersakura.wixsite.com/home 

Instagram https://www.instagram.com/steiner_sakura/?hl=ja 

 

 


